
　　

東
鷹
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
、
御
支
援
並
び
に

御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
私
は
、
本
年
の
四
月
の
人
事

異
動
に
よ
り
、
上
森
哲
生
校
長
先
生
の
後

任
と
し
て
、
嘉
穂
中
央
高
等
学
校
か
ら
赴

任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
目

標
で
あ
る
「
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
」
と
「
第
一
進
路
希
望
の
実
現
」
を

継
承
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
教
育
課
題

の
解
決
に
向
け
、
よ
り
特
色
を
高
め
、
生

き
生
き
と
し
た
学
校
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
校
は
、

大
正
十
二
年
創
設
の
鷹
羽
学
館
女
子
部
を

母
体
に
、
大
正
十
五
年
に
福
岡
県
田
川
実

業
女
学
校
と
し
て
発
足
、
以
来
、
高
等
実

業
女
学
校
、
田
川
東
高
等
女
学
校
、
田
川

東
高
等
学
校
と
校
名
の
変
遷
を
経
な
が
ら

も
、
地
域
の
中
心
校
と
し
て
教
育
活
動
を

脈
々
と
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
六
年
、
番
田
の
地
か
ら
現
在

の
白
鳥
の
丘
の
白
亜
の
新
校
舎
に
全
面
移

転
、
校
名
を
福
岡
県
立
東
鷹
高
等
学
校
と

改
称
、
今
年
で
創
立
八
十
一
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
卒
業
生
は
二
万
四

千
名
を
超
え
、
県
下
で
も
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
を
有
す
る
学
校
に
発
展
、
本
校
に

勤
務
す
る
責
任
の
重
さ
を
日
々
感
じ
て
い

ま
す
。

 

　

赴
任
し
た
最
初
の
日
に
、
生
徒
達
が
明

る
い
笑
顔
と
さ
わ
や
か
な
挨
拶
で
迎
え
て

く
れ
、
一
遍
で
東
鷹
高
校
に
親
近
感
を
抱

き
ま
し
た
。
校
舎
は
、
扇
型
の
吹
き
抜
け

天
井
な
ど
モ
ダ
ン
な
開
放
的
建
築
物
で
、

県
下
一
の
教
育
環
境
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
は
授
業
・
学
校
行
事
・ 

部
活

動
と
全
て
の
活
動
に
お
い
て
も
、
素
晴
ら

し
い
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
県
下
初
と
言
わ
れ
て
い
る
総
合
選
択
制

の
内
容
は
、
普
通
科
総
合
コ
ー
ス
と
総
合

生
活
科
を
お
き
、
二
年
次
で
普
通
科
総
合

コ
ー
ス
は
文
理
・
国
際
・
芸
術
・
看
護
・

情
報
の
五
つ
の
系
、
総
合
生
活
科
は
食
物
・

被
服
・
保
育
福
祉
の
３
つ
の
系
に
別
れ
、

系
ご
と
に
開
講
さ
れ
る
科
目
を
生
徒
自
ら

が
自
由
に
選
ん
で
履
修
し
、
早
い
時
期
か

ら
進
路
意
識
が
高
ま
る
よ
う
特
色
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
進
学
実
績
を
見
る
と
佐
賀
大
・
九
工
大
・

県
立
大
な
ど
の
国
公
立
大
学
や
、
福
大
・

九
産
大
・
立
命
館
ア
ジ
ア
大
な
ど
の
有
名

私
立
大
学
を
は
じ
め
、
近
年
で
は
看
護
医

療
系
や
音
楽
系
の
大
学
な
ど
、
個
人
の
目

的
に
そ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
へ
進
学
す

る
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

本
校
は
「
品
位
を
高
め
る
・
責
任
を
重
ん

ず
る
・
底
力
を
養
う
」
の
三
つ
の
校
訓
の

も
と
「
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
」
を
目

指
し
、
教
師
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
育

ん
で
き
た
学
校
文
化
を
、
今
後
は
さ
ら
に

「
知
・
徳
・
体
」
を
軸
と
し
て
、
よ
り
強

固
な
流
れ
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
全
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
力
の
限
り
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
同

窓
会
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
鷹
同
窓

会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
御
活
躍
を
お
祈
り
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

東鷹高等学校の発展を目指して

東鷹高校
校長　吉 永  俊 嗣

- 2 -

　 ◎ 管 理 職 ご 紹 介

総括教頭　　　稲　富　篤　信　　
全日教頭      山　下　　　進　　
定時教頭      柴　田　康　弘　　
事 務 長      建　部　啓　子


